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くにたち地域外国人のための
防災連絡会

KUNIBO

国立市の防災計画
公民館が外国人の防災の情報の拠点

公民館講座に参加する人が集う公民館

＊生活のための日本語講座で勉強する外国をルーツに持つ人々

＊日本語講座でボランティアをする人々

＊公民館講座に参加するさまざまな地域住民

● 防災教育（＝社会教育）を学ぶ教室としての公民館

＊誰もが必要とする住民への防災教育

＊さまざまな講演（立川断層について、AEDの体験等）や実践



国立地域防災連絡会の誕生と
社会教育の現場、公民館との連携
◎ ２００９年１２月主に公民館の日本語学習者を対象に防災連絡会開始

立ち上げから２年

１．防災意識を共有するために、講演会、防災訓練

２．日本語学習者のアイデアと協働で防災ステッカーを作成

今年度

１．防災意識を多くの人々と共有するために公民館を中心に連携

行政の横の連携、地域の大学、地域の公共機関（国立駅）、地域の企業

公民館利用者連絡会、地域の国際交流ボランティア団体、近隣の市

立川断層

私たちは立川断層の
ことを

真剣に考える必要が

あります！



立川断層の上には何が？

東京西部に新しく作られた政
府の防災機能（立川市）

国立災害医療センター

中央自動車道 などなど

信じられない！！



JR国立駅長との懇談 2012.9.26
地元のメインの駅、JR国立駅長さんと連携

＊ ３．１１のときのJR くにたち駅の現状

＊ １００名の帰宅困難者が公民館に宿泊

＊ 駅の災害時の対応にについて

＊ 日本語がよくわからない外国人のためのアナウンスの方法

＊ 公共機関を利用するときの不安は？等 自由に意見交換



JR国立駅長講演・JRの地震対策（１）



JR国立駅長講演・JRの地震対策（２）

JR国立駅長講演・JRの地震対策（３）



JR放送文章案内

防災教育チャレンジプ
ラン中間発表から
2012.10.13

コメントを整理して図式
で表現

全体が見えて、活動の指
針とな利２０１３の計画
に織り込む



スピーチの会
2012.11.17

＊公民館日本語学習者
のスピーチの会

＊KUNIBOの活動紹介

＊みんなと協力

在住外国人支援のための合同連絡会議に参加して
外国人キーパーソン

東京都生活文化局都民生活部主催 2012.11.22

＊北多摩地区ブロックメンバー
として

＊２０１１年度より参加以来ブロ
ックメンバー同士の情報交換 を
メーリングリストで実施

＊地域の外国人キーパソンの
必要性



防災に関心を持ってもらうた
め、様々なことから、人々を知
る機会を作る努力をしていま
す。（2012.7.9〜外国人登録法は廃

止）

「いざというときのために」

人々の関係作りが大切！

ではないでしょうか？

外国人住民の制度改正について
2012.11.27  

ホームページを作ろう！
2012.11.28

＊KUNIBOの活動を多くの

方に知ってもらいたい

＊どのような内容を盛り
込むのか

＊一見して分かるものは



グローバルファミリー in 国立
留学生家族、地域住民の子どもを通して学ぶ 2012.11.30

外国語支援
ボランティア研修−４

２０１２．１２．２０

地域の日赤奉仕団の方か
ら、三角巾を使って応急
処置の指導をしていただ

きました。

骨折、ねん挫、

三角巾の代用のスカーフ

スーパーのビニール袋の
活用など



外国語支援ボランティア研修−４
応急処置体験 初めて帰国者グループも参加 ２０１２．１２．２０

くにたち生活防災マップの企画

＊ 中国語、韓国語、英語とそれに対応する
日本語

＊ 盛り込む内容は外国人の意見を中心に選択
＊ 漢字にルビをふり日本語教材としてのマップ
＊ 分かりやすい最低限度の情報をマップに掲載
＊ 見やすく、扱いやすいハンディなサイズ



生活防災マップ
中国語、韓国語、英語、日本語

＋ハンディ

＋スーパー、ドラッグストアーも

＋近隣の市も分かる

＋分かりやす絵表記

＋ルビをふり、日本語教材として

＋防災だけではなく普段の生活にも



活動からの気づき
震災は外国人だけに来るのではない！

外国をルーツに持つ住民も誰でも参加できる防災対策

誰でも自由に防災教育が受けられる

共に助け合える共生の地域作り

防災教育教材（防災ステッカー）はみんなが必要

防災教育チャレンジの支援で活動をすすめた結果、防災教育の対象は外国人だけでは
なく、日本人も外国人も同じ地域住民のためであることが大切。外国人のアイデアを盛り
込んだステッカーは日本人にも便利で、必要！



今後の活動予定−１
防災ステッカーの改訂版作成

日本人社会の
現状
↓

高齢者社会
↓

いざという時
高齢者の対応

？

ステッカーを必
要と

する人々
は外国人だけ
ではなかった

↓
日本語版が
必要！！

今後の活動予定−２

１．「ナンバ歩き」：大震災が起これば、自力で歩くしかあり
ません自力で歩くための歩き方を学びます。（１月予定）
＊帰宅困難者が多く出た経験を元に、何か実践を！！

2．公民館と公民館利用者連絡会と協力して防災訓練を実施
（３月予定）公民館主催企画ー東日本大震災・原発災害から1年半、未来にむけ

て今学ぶー ７回連続講義の最終企画として。

３．一橋大学新規留学生のオリエンテーションに参加
地域を共に支える留学生のボランティアを募集します。
＊留学生を実践の場に引き込む企画が課題（乗り越えたい！！）

４．地域の外国人住民の中からキーパーソンを育てる。



日本語の勉強、プラス協働作業

同じ土俵にたち協働することに意義

日本語の勉強の後
みんなで協力しあいながら
防災ステッカーの仕上げ作業
をしながらおしゃべり

↓
誰もの協力が必要

↓
仲間意識の芽生え

↓
共生への足がかり

大学、行政、市民との連携

外国語支援ボランティアの活動開始のために

＊ 一橋大学の留学生の言語力の活用

＊ 公民館が外国語支援ボランティア登録窓口
に

＊ 公民館日本語学習者の言語力の活用
＊ 市民の語学力と地域力の活用
＊ 外国語支援ボランティアの育成のための研修



いろいろな国
の言語を
登録して

もらうための
ポスター

火事だ！
避難場所は
？
緊急事態！
助けて！
急病人がいる
救急車を！

等々

スリランカ
インドネシア
ラオス
ベトナムファ
イリピン
マレーシア
タイラン
パキスタン
中国
韓国

一橋大学新入留学生
オリエンテーション

＊ 外国語支援ボランティア

登録受付

＊ 長期滞在予定留学生に

ターゲット

2012.3.29



外国語支援ボランティア研修−１ ２０１２．４．２

８

防災食の体験 町の歴史、震災の痕跡

外国語支援ボランティア研修−2 ２０１２．５．

１

日本語がよく理解できない留学生に外国語支援ボランティアが対応

消火訓練 震度７を体験！



地元企業との連携
２０１２．５．３０

ミサワホームイング

による住宅耐震の

講演

東日本大震災ボランティアの報告
２０１２．７．２５

津波の被害－陸地 そして、海から



外国語支援ボランティア研修−3 ２０１２．7．29

消防署、国立女性消防団協力によるAED 体験と心臓マッサージの体験

AEDの使い方の説明を聞く 数カ国の留学生、外国語支援ボラン
ティア、その他参加者との親睦

私の国にもAED は必

要！
日本の国の防災訓練が

留学生を通して

外国にも普及！？

カザフスタンも地震国

AEDはカザフスタンにも必要


